
■変化の実態を把握するために
　最近は，人事や人材開発部門の関心テーマとして，
組織変革が注目されている。
　本稿では，組織変革の今日的な課題について確認
し，組織変革を行うためにどのようなアプローチ方
法をとるのが効果的であるのかを解説したい。
　そして，組織変革への取り組みの成果を把握する
ために，組織の成熟度の変化の状態を「見える化」
するポイントを紹介する。

　組織変革やイノベーションに取り組む企業が増え
てきている。しかし，それに取り組む組織変革の推
進者の方にとっては，どこから取り組んだらよいの
か，今行っている取り組み方法が適切なのかなどに
ついて，暗中模索というのが実情ではないだろうか。
そこで，組織変革の推進者の方からは，組織の状態
が今どうなっているのかを客観的に把握したいとい
う要望をよく伺う。測定できなければコントロール
することができないと言われるし，今の状態が分か
らなければ変わることができないとも言う。そういっ
た要望が出るのも当然である。組織の状態を把握す
るには，測定したい目的に合った物差しとしての適
切なフレームまたはモデルが必要になる─。

構　成

『組織変革プロセスの見える化』
─生成的変革アプローチで組織を成功の好循環に乗せよう─
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組織の状態を捉えやすい成功の循環モデル

さまざまな組織変革アプローチ

計画的変革アプローチとは

生成的変革アプローチとは

なぜ生成的な変革アプローチが効果的なのか

生成的変革アプローチ「私から全体に広げる」

生成的変革プロセスで克服したい課題

質的研究と量的研究から組織の変化を明らか
にする

組織の状態を観る41のプロパティとは
■ 関係の質のプロパティ
■思考の質のプロパティ
■行動の質のプロパティ
■プロパティの影響関係

生成的な変革は話し合いから

この記事をPDFファイルで入手 
http://www.busi-pub.com

http://www.busi-pub.com/kiji/kiji.html



